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大規模小売店舗立地法第８条第２項による意見書 

 

提出者の住所 富山県高岡市福岡町福岡 1888 

提出者の氏名 福岡地区自治会連絡協議会 会長 矢竹有至 

大規模小売店舗の名称 （仮称）アルビスタピス店 

大規模小売店舗の所在地 富山県高岡市福岡町福岡下蓑 385 

周辺の地域の生活環境の保

持のために配慮すべき事項

についての意見 

この度アルビスタピス店（仮称）から改築に際し 2 回の住民への説明会

を受けた。これに対し地域住民から周辺の地域の生活環境の保持のために

配慮すべき事項についての意見が提出されたのでここに大規模小売店舗立

地法に基づく意見書を提出させて頂くものである。 

 

計画に対する意見 

1.国道 8 号線側の出入口部における車と人の接触事故を回避するため次の

対策が必要である。 

意見 1 

 次のアとイの対策が必要である。 

 ア.国道 8 号線に面した出入口（添付図中の③）と近接している「押しボ

タン式信号機付き横断歩道」との距離をできるだけ離す。 

 イ.国道 8 号線から出入りする車の運転手に歩行者との接触事故回避の注 

意を促すため電光掲示板の設置 

意見 2 

国道から店舗への進入は左折のみとし、右折進入を禁止する。 

店舗から国道への退出は左折（小矢部方向）のみ可とし右折（高岡方向） 

は禁止する。 

意見 3 

国道から店舗への進入は左折のみとし右折進入を禁止する。 

店舗から国道への退出は左折、右折共に禁止する。 

 

意見 4  

国道 8 号線に面した出入口（添付図中の③）を設けない。 

 

理 由 

 国道側出入口に近接して設置されている「押しボタン信号機付きの横断

歩道」を渡って店舗へ出入りする歩行者や出入口の前を通過する歩行者と、

店舗駐車場から左折・右折して国道へ出入りする車とが接触しそうになる

こと。 



実際に接触事故を起こしそうになった「ヒヤリハッ」トを体験した買い物

客及びこのような状況を目撃した人が多くいる。 

この原因として次の２点が上げられる。 

①国道側出入口から左折しようとする車の運転手が押しボタン信号機を高

い仰角で見ることになり視認しづらいこと。また西日が強いときも眩し

くなり見づらい。 

②横断歩道の信号機に気を取られていると車の直前を横断する歩行者に気

付かない。 

上記の意見 1 のアについては今年の 3 月に地元自治会である中島町自治

会からタピス店（仮称））に提出した「要望書」に述べられており、これを

受けタピス店側は国道に面した車両の出入を物理的に可能な限り押しボタ

ン信号機付横断歩道から約 11ｍ離すことにしている。また、イについては

運転手への注意を促す立看板を設置する予定であるとの説明を受けてい

る。この看板については薄暮時間帯や夜間もはっきり分かるよう、また高齢

ドライバーにも分かり易いようＬＥＤの電光掲示板が必要であるとの意見

が出た。 

意見 2～意見 4 の背景には前述の「ヒヤリハット」に加え、過去国道 8 号

線の末広町交差点～中島町交差点間約 250ｍの区間で近隣の高齢居住者死

亡事故を含む 3 件の重大交通事故が発生したことから危機感が強くより慎

重な対策を求めている事が挙げられる。（但し、押しボタン信号機の設置後

の最近 5 年間では死亡事故は無い。またタピスの出入口部では無い） 

 

意見 2 及び 3 については事故防止に加え交通渋滞対策も勘案した意見で

ある。将来衝突防止を避ける自動運転技術が普及することも想定されると

しながらも、現状では国道のような交通量の多い幹線道路では右折して対

向車線に入ること自体現代の交通工学や都市計画の観点から社会の趨勢と

逆行する。また、過去に降雪時に国道の機械除雪が行われた際、道路両側や

交差点付近は雪が積み上げられる事が多く、歩道に新設された消雪装置の

効果次第では渋滞に拍車がかかることも想定される。従って店舗の利用客

にとっても車両のスムーズな交通にとってもメリットがあるとの意見であ

る。  

意見 4 について地域住民の間に異論もある。町外特に県外の買い物客に

とっては進入口が分かりにくい、あるいは面倒であると買い物客の利便性

を損なう可能性もある。また非常時に緊急車両及び一般車両が出入りする

際にも不都合や混乱も想定されるとの意見である。 

 

2.資材搬入口の騒音 

 早朝からトラックによる資材搬入が日常的に行われるため隣接する民家



 

 

 

 

にとっては騒音で眠りが妨げられると懸念している。従って従来よりも騒

音がかなり大きくなるようであれば防音対策が必要である。 

 

 3.災害発生時の避難所開設等の協力 

自然災害発生した場合は避難場所としての駐車場の利用についてご配慮

して欲しいとの意見が出た。（店舗に別途要望書を提出する予定） 

 

タピス(仮称)は町の中央部にあるため高齢者も徒歩圏内で行き来するこ

とが出来る。このように日常生活の利便性が高く多くの地域住民がタピス

の恩恵を受けています。交通安全を確保しつつ今後地域と共に町の商業施

設の核として益々発展することを地域住民の皆が願っています。 

 

以上 

 

 

別添 

  タピスの国道 8 号線側出入口等の交通安全対策に関する意見比較表 

  アルビスタピス店（仮称）の出入口（改築後）と改築前の状態 

                       （Google map より） 

 

 

 


